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冠
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今
日
、
津
田
青
楓
塾
の
展
覧
会
を
見
に
神
田
の
東
京
堂
へ
出
掛
け
て
、
金
井
紫
雲
君

に
出
会
い
ま
し
た
処
、
十
五
日
夜
の
東
京
毎
夕
新
聞
の
ニ
ュ
ー
ス
放
送
で
、
春
陽
会
が

遠
か
ら
ず
解
散
云
々
と
云
ふ
や
う
な
与
太
放
送
が
あ
つ
た
由
を
聞
か
さ
れ
て
ビ
ツ
ク
リ

し
ま
し
た
。
当
日
の
東
京
毎
夕
新
聞
第
一
面
に
は
小
生
が
執
筆
し
て
、
硲
伊
之
助
・
小

山
敬
三
両
氏
の
脱
退
正
式
承
認
と
、
田
中
謹
左
右
以
下
四
名
の
新
会
友
推
薦
記
事
を
載

せ
て
置
き
ま
し
た
の
に
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
与
太
放
送
を
し
た
か
不
思
議
で
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
調
べ
て
見
ま
し
た
ら
、
社
の
放
送
係
の
勢
馬
と
云
ふ
記
者
が
、
通
信
社
か
ら

来
た
通
信
を
そ
の
儘
社
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
放
送
局
へ
提
供
し
た
為
に
、
間
違
ひ
を
生

じ
た
の
だ
さ
う
で
、
私
と
し
て
は
春
陽
会
の
諸
氏
に
申
訳
の
な
い
や
う
な
変
な
こ
と
に

な
つ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
が
、
全
く
そ
の
放
送
の
あ
つ
た
こ
と
さ
へ
今
日
ま
で
知
ら
な
か

つ
た
の
で
す
。
春
陽
会
の
会
員
諸
氏
は
私
の
心
事
を
諒
解
し
て
ゐ
て
下
さ
る
で
せ
う
が
、

万
一
誤
解
が
あ
つ
て
は
と
存
じ
、
尊
兄
へ
ま
で
右
御
報
告
を
申
上
げ
て
置
き
ま
す
。
何

卒
然
る
べ
き
機
会
に
釈
明
し
て
置
い
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

十
八
日
夜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
軒
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」 

  

毎
夕
の
田
澤
田
軒
君
か
ら
右
書
簡
を
貰
ひ
ま
し
た
の
で
、
原
文
の
ま
ま
諸
家
へ
御
取

次
し
ま
す
。 

 

猶
、
放
送
の
種
に
し
た
の
は
十
五
日
の
電
報
通
信
で
、
そ
の
原
文
も
送
ら
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
長
文
で
す
か
ら
、
会
員
会
に
て
披
露
し
ま
す
。 

 

次
の
会
員
会
は
今
月
末
に
開
き
た
い
と
い
ふ
希
望
者
が
あ
り
ま
す
。 

以
上 

木
村
生 

  

田
澤
田
軒
（
一
八
八
五
年
～
一
九
五
二
年 

本
名
・
良
夫
）

東
京
都
出
身
。
中
学
卒
業
後
、
兵
役
。
除
隊
後
東
京
毎
夕
新

聞
社
に
入
社
。
美
術
部
を
創
設
し
て
美
術
部
長
と
な
る
。
後

外
交
部
長
を
経
て
、
編
集
局
長
。
北
京
の
東
亜
新
報
社
に
転

じ
、
東
京
支
社
駐
在
員
と
し
て
美
術
、
学
芸
欄
の
記
事
を
担

当
。
戦
後
、
産
業
経
済
新
聞
社
に
入
社
、
美
術
部
主
任
と
な

る
。 

https://kotobank.jp/word/%E5%85%A5%E7%A4%BE-593086

